
２０２０年５月２５日（月）更新

学年 教科 学習テーマ

２年 数学 難問（過去問）に挑戦！＆頭の体操、ＩＱアップチャレンジ！⑤
＜難問（過去問）＞ ＜頭の体操・ＩＱアップ問題＞

①以下の【 】に入る数を入れなさい。 ① 四 角 の 中 に １ ０

正多面体は【 ア 】種類あって、その全て 個 の ポ イ ン ト が

の面の数の合計は【 イ 】面である。 あ り ま す 。 同 じ

マ ー ク を 線 で 結

② 右 の 図 は 正 八 ん で い き ま す 。

面 体 を 展 開 し た だ し 、 線 が お

た 図 で あ る 。 互 い 交 わ っ て は

正 八 面 体 を 組 いけません。さて、

み立てたとき、 どのように線を引いたら良いでしょう？

図の辺ＡＢと重なる辺、頂点Ｃと重なる

頂点を展開図に書き込みなさい。辺につ ②１０円玉１０個で

いては太線で示し、頂点についてはその できたピラミッド。

点を○で囲むこと。 この１０円玉のうち

３枚を動かしてピラ

③ 右 図 の よ う な 立 方 ミッドの形を逆さに

体 が あ る 。 い ま 、 点 （下向きに）します。

Ｐが頂点Ａを出発し、 どのように動かしたら良いかやってみまし

立 方 体 の 辺 上 ま た は ょう。

面 上 を 一

定 の 速 さ ③以下の？のキーボードにはどんな数字を

で 動 き 、 入れたら良いでしょう？その理由も考え

頂 点 Ａ に てみましょう。

戻 っ た 。

図１はその動きを真上から見た図で、図２

はその動きを真正面から見た図である。点

Ｐの動きはともに太線の矢印のように見え

た。ただし、立方体は透明なものでできて

いて、点Ｐはどこからでも見えるものとす

る。このとき、以下の問いに答えなさい。

( 1 )見 取 り図で、点ＰがＡを出発し、Ａに

戻るまでに通過した頂点を順に記号で答

えなさい。 ※答えは次のページ。

( 2 )図 １ と図２で、点Ｐが実際の動きと同 ※１．３年生の問題にも挑戦しよう！

じ速さで動いて見える部分を図１と図２

の (ｱ)～ (ｶ)の記号の中から全て選びなさい。



２０２０年５月２５日（月）更新 答え

学年 ２年 教科 数学 学習テーマ 難問（過去問）に挑戦！＆頭の体操、ＩＱアップチャレンジ！⑤

＜難問（過去問）＞ ＜頭の体操・ＩＱアップ問題＞

①正多面体は正四面体、正六面体、正八面 ①以下のようにつなぐと、交わらずに線が

体、正十に面体、正二十面体の５つです。 引けます。

なので面の数は、

４＋６＋８＋１２＋２０＝５０

Ａ．ア＝５ イ＝５０

②頭の中で展開図を組み立てながら考えま

しょう。難しい人は、展開図を適当に作

って、実際組み立ててみましょう。

答えは以下の図の通りです。

②例えば、以下のような動かし方です。

③ (1 )Ａから出発するとき、図１より可能性はＢに行くか、Ｅに行くかとなる。

図２からＥに行く場合は、Ｆへの矢印があるはずなので、Ｅはない。従って、Ａ→Ｂ

に移動したと分かる。次に図１の（イ）から、Ｂ→Ｄに移動したと考えた場合、図２

の（エ）でＢ→Ｃに見える動きと一致するので、Ｂ→Ｄへ移動したと分かる。次に図

１の（ウ）のようにＤ→Ａに戻ると考えると、図２の（オ）の動きが説明できない。

なので、（オ）のように見えるためにはＤ→Ｈと移動したことが分かる。最後に、図 ③ 真ん中のキーボードとその上２つと下２

１の（ウ）と図２の（カ）のように見えるのはＨ→Ａの移動で説明がつく。 つ のキーボードの数を全部足すと２５にな

なので、答えはＡ→Ｂ→Ｄ→Ｈ→Ａ るという法則があります。

（例）真ん中一番左の６

( 2 )実 際 の長さと同じ長さであれば、速さ →上２つは７．９。下２つは２，１

は一緒に見える。なので、 →６＋７＋９＋２＋１＝２５

・Ａ→Ｂのとき、図１の（ア）は長さが一緒なので、ＯＫ 他もそうなっています！

・Ｂ→Ｄのとき、図１の（イ）は長さが一緒なので、ＯＫ なので、４＋７＋４＋６＋？＝２５

図２の（エ）は長さが短いので、速さが遅く見える。（実際長い ？＝４

はずの長さを、短い長さで移動しているように見えるため） Ａ．４

・Ｄ→Ｈのとき、図２の（オ）は長さが一緒なので、ＯＫ

・Ｈ→Ａのとき、図１の（ウ）は長さが短いので、速さが遅く見える。

図２の（カ）は長さが一緒なので、ＯＫ

なので、同じ速さで動いているように見え

るのは、（ア）、（イ）、（オ）、（カ）

本企画は今回ので最終回です。さて、挑戦してくれた皆さんはどれほどできたで
しょうか？
これまで難問で出題された問題は全国の名だたる高校の過去問です。ちなみに今

回の①、③の問題も、どちらも全国でもトップクラスの高校の過去問です。
ＩＱアップ問題の③などは、ＩＱ１４８以上を目指すようなパズルです。この種

の問題はまだまだ世の中にたくさんあるので、興味をもった人は自分でも見つけて、
チャレンジしてみましょう！！


